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上こ
う
ず
け野
国こ
く
ぶ
ん分
尼に

じ寺
跡（
東
国
分
町
）は
、
6
月
24
日
に
、
国
の
文
化
審
議
会
か
ら
国
史
跡
に

指
定
す
る
よ
う
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
経
緯
や
、
国
史
跡
指
定
を
記
念
し
た
講
演
会
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
財
保
護
課（
☎
0
2
7
・
3
2
1
・
1
2
9
2
）へ
。

6
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
国
文
化
審
議

会
文
化
財
分
科
会
の
審
議
・
議
決
を
経
て
、

上
野
国
分
尼
寺
跡
を
国
史
跡
に
指
定
す
る

よ
う
、
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
す
で
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
る
上
野
国
分
寺
跡
と
共
に
、
古
代
の
仏

教
文
化
や
国
分
寺
制
度
を
理
解
す
る
上
で

欠
か
せ
な
い
重
要
な
遺
跡
と
し
て
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で

分
か
っ
た
こ
と

　

上
野
国
分
尼
寺
は
、
平
成
28
年
か
ら
発

掘
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
調
査
で
、
寺
院
の
重
要
な
建
物
が
集

ま
る
伽が
ら
ん藍
地
の
範
囲
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
尊
を
安
置
し
た
金こ
ん
ど
う堂
や
、
金
堂

に
つ
な
が
る
屋
根
の
あ
る
回
廊
の
規
模
な

ど
を
確
認
。さ
ら
に
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

当
時
の
寺
院
の
様
子
を
想
定
し
た
想
像
画

を
制
作
し
ま
し
た
。

国
史
跡
答
申
記
念
講
演
会
を
開
催

　

上
野
国
分
尼
寺
跡
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
記
念
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
同
寺
跡
の
発
掘
担
当
者
に
よ
る
調

査
結
果
の
報
告
や
、
調
査
検
討
委
員
に
よ

る
研
究
成
果
の
講
演
を
実
施
。
さ
ら
に
当

日
会
場
で
、
同
寺
跡
の
出
土
品
を
展
示
し

ま
す
。

日
時
8
月
24
日
㈯
午
後
1
時（
正
午
開

場
）　

会
場
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
ソ
シ

ア
ス　

定
員
先
着
2
4
0
人　

入
場
料

無
料　

申
込
当
日
直
接
会
場
へ

上
野
国
分
尼
寺
跡
が

国
史
跡
に
指
定
へ

本
市
が
誇
る
古
代
遺
跡

上野国分寺跡

国府小

染谷川 牛池川

上野国分尼寺跡

N

関越自動車道
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■上野国分尼寺跡周辺図

　尼寺は、正式には法
ほっけ

華滅
めつざい

罪之寺といいます。奈良時
代の天平13年（741）、聖武天皇は疫病などの社会不
安を仏教の力で解消するため、全国に国分僧寺（金

こんこう

光
明
みょう

四天王護国之寺）と共に尼寺の建立を命じました。
しかし建立には地方の負担が大きく、尼寺は僧寺より
遅れて造られることも多かったようです。
　ところが本市による発掘調査の結果、上野国（現在
の群馬県）では尼寺の成立が全国的にも早く、僧寺と

上野国分尼寺の発掘調査から見える
「女性」の活躍

ほぼ同時期に建立されたことが判明。尼寺の造りも他
の国と比べてしっかりしたものでし
た。
　上野国分尼寺からは、瓦を寄進し
て建立に協力したとみられる人物名
を刻んだ文字瓦が出土しました。古
代上野国の人々が国分尼寺建立に力
を注いだ様子がうかがえます。さら
に、古代の石碑・上

こうずけ

野三
さん ぴ

碑にも女性
の名前が登場。上野国で女性が活躍
していた様子が分かります。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上野国分尼寺の想像画（全景）上野国分尼寺の想像画（全景）

瓦に刻まれた
人名「真弓」

金堂
回廊

尼坊

　高崎だるま® の伝統を守り、歴史や文化を国内外に
発信することを目的に「高崎だるまミュージアム（仮称）」
の建設検討を進めています。建設にあたり、地元の商
店会や県達磨製造協同組合、大学生、高校生で構成さ
れた建設検討会議を設置。これまでに3回の会議を行い
「伝える」「学ぶ」「受け継ぐ」「結ぶ」の4つの基本コ
ンセプトのもと、体験工房や展示室、ミュージアムショッ
プなどを整備するという基本構想が策定されました。

基本構想がまとまりました

高崎だるまミュージアム（仮称）

市ホームページ

高崎だるまミュージアム（仮称）の外観イメージ。親しみやすく、インパクトのあるデザイン高崎だるまミュージアム（仮称）の外観イメージ。親しみやすく、インパクトのあるデザイン

●体験工房・・・「学ぶ」「受け継ぐ」
絵付け体験などを行い、だるまを身近に感じてもら

える工房を目指します。また、だるま製作の技術を後
世に継承するため、後継者育成にも努めます。
●展示室・・・「伝える」「学ぶ」
世界各地のだるまを収集し展示することで、高崎だ

るまの特徴や細部の違いを紹介。木型など古くから使
用されてきた製作道具を展示し、歴史も紹介します。
●ミュージアムショップ・・・「伝える」「結ぶ」
だるまの販売はもちろん、文房具や食品などとのコ

ラボレーション商品の開発、販売を行います。
●カフェ・・・「結ぶ」
気軽に利用でき、誰もがほっと一息つける空間を目

指します。また、高崎産の食材を使用し、だるまをモ
チーフにしたスイーツなどを提供する予定です。
●多目的室・・・「学ぶ」「結ぶ」
企画展やワークショップなどに活用。多様な世代が

集まり、さまざまなコラボレーションが生まれる創造
の場としても活用します。

ミュージアムに整備予定の5つのカテゴリー

豊岡新駅（仮称）の隣接地に整備
　同ミュージアムは、市とJR東日本が整備を進める
「豊岡新駅（仮称）」の隣接地に建設。同駅と同じく、令
和8年度のオープンを目指します。

施設整備の基本方針は
「高崎だるまの歴史や伝統を未来へ発信します」 観光課（☎ 027-321-1257）問

406

18

17

高崎だるまミュージアム（仮称）

群馬八幡駅

高崎経済大学

烏川

碓氷川

豊岡中学校

北高崎駅信越本線

豊岡新駅（仮称）
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